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I 宝石 を 食 ふ もの 

平 俗な 名利の 念 を 離れて、 暫く 人事の 匆忙を 忘れる 

時、 自分 は 時として 目 ざめ たるま、 の 夢を見る 事が あ 

る。 或は 模糊た る、 影の 如き 夢を見る。 或は 歴々 とし 

て、 我 足下の 大地の 如く、 個体の 面目 を備 へたる 夢 を 

見る。 其 模糊た ると、 歴々 たると を 問 はず、 夢 は 常に 

其 赴く が 儘に 赴いて、 我意 力 は 之に 対して 殆ど 其 一 劃 

を 変ず るの 権能す らも 有して ゐ ない。 夢 は 夢 自ら の 意 

志 を 持って 居る。 そして 彼方此方と 揺曳して、 其 意志 

の 命ずる まゝ に、 われと わが 姿 を 変へ るので ある。 



の 底から さす 天空の、 月の やうな 反射 をぢ つと 眺めて 

ゐ るので ある。 

n 三人の ォ— ビュル ンと 悪しき 精霊 

等 

幽暗の 王国に は、 無量の 貴重な 物が ある。 地上に 於 

ける よりも、 更に 多くの 愛が ある。 地上に 於け るより 

も、 更に 多くの 舞踏が ある。 そして 地上に 於け るより 

も、 更に 多くの 宝が ある。 太初、 大塊は 恐らく 人間の 

望を充 たす 為に 造られた ものであった。 けれ 共、 今 は 



中に 兎の 脛骨の 落ちて ゐ るの を 見つけた。 取上げて み 

ると 穴が 明いて ゐる。 其 穴を視 いて 見る と、 地下に 山 

き ん 

積して ある 黄金が 見えた。 そこで、 急いで 家へ 鋤 をと 

りに 帰った が、 又 砦へ 来て みると、 今度 は 何う しても 

さっき それ を 見た 場所 を 見つける 事が 出来なかった。 

m 女王よ、 矮人の 女王よ、 我 来れり 

或 夜、 一生 を 車馬の 喧噪から 遠ざかって 募した 中年 

の 男と、 其 親戚の 若い 娘と、 自分との 三人が、 遠い 西 

の 方の 砂浜 を 歩いて ゐた。 此娘は 野原の 上、 家畜の 間 



ある。 そして 自分の 理論の 大部 は 既に 久しい 以前に 其 

存在 を 失って 仕舞って ゐる。 

自分 は、 如何なる 理論よりも、 扉 を 啓く 「象牙の 門」 

の 響 を 熱愛して ゐる。 そして 又、 其 薔薇 を 撒く 戸口 を 

すぎた もの、 みが、 「角の 門」 の 遠き かがやき を 捕へ 得 

る 事 を 信じて ゐる。 われらが もし、 占 星者リ リイが ゥ 

イン ゾァの 森に 発した 叫び —— HEGINA, :REGINA 

PIGMEORUM, VENI (女王よ。 矮人の 女王よ。 我 来 

れリ。 ) の 声 を あげ、 彼と 共に 神 は 夢に 幼な 児 を 訪れ 給 

ふ 事 を 記憶す るなら、 それ は 恐らく われらの 為に 幸 を 

齎す であらう。 丈 高く、 光 まば ゆき 女王よ。 願く は 来 
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